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当環境技術センターはその前身であります公害技術センターが設置

されてから25年を迎えました。設置当時は大気汚染、水質汚濁の産業

公害が最も激しい時期でしたが、本県の場合はさらに全国有数の鉱山

県であったことから鉱山ド流域のかなりの範囲にわたるカドミウム蓄

積土壌もあり、これらの問題に迅辿かつ遥切な対応が求められ、公害

技術センターのみならず公害行政関係者にとっても多忙な時期であり

ました。

それから四半世紀を経た今日、かっての激甚な公害は沈静化したも

のの生活雑排水による中小河川の汚濁、湖沼等閉鎖性水域の富栄養化、

微量有害有機化学物質による汚染、廃棄物対策等々、解決しなければ

ならない課題がまだまだ山積しております。一方、地球的規模の環境

問題に目を転じますと、酸性雨、オゾン層の破壊、地球温暖化防止等

の国際的な取り糾みが必要な課題か沢山あります。このような状況を

背景に1992年には地球サミットが開催され、1993年には塚境甚本法か、

1994年には環境基本計画が定められ、これからは総合的、計画的な環

境保全施策が図られることになりました。

さいわい本県は、憔界遺産に登録されている白神山地に代表される

ように緑豊かな自然環境に恵まれており、生活環境においても一部の

小河川や湖沼に生活排水による汚濁がみれらるものの概ね良好な状態

で推移してまいりました。このすほらしい環境を健全な状態に保全し

て次の匪代に引き継ぐことは県民の責務であり、そのたぬに当センタ

ーの果たす役割はますます大きくなるものと考えます。

閃係各位のご即解とご支援をお願い中し上げますとともに、本年報

をご高覧いただき、ご助言、ご指導を賜れば幸いに存じます。

平成8年 1月

秋田県環境技術センター

所長伊藤 昇
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ー 八
口、1 革

昭和45年 7月1H 秋田県公害技術センター設置

大気科、水廣科2科で発足

設置場所→秋田県工業試験場内

昭和46年4月1日 土質科増設

昭和46年10月1日 企画開発部から環境保健部へ所属換

昭和48年4月1|」 テレメータ係、管理係培設

昭和48年 7月191:1 現庁舎完成

昭和55年 7月1日 公害技術センター設置10周年記念行事実施

昭和56年 4月1日 機構改革により生活環境部へ所属換

環境技術センターに名称粋

昭和58年4月lI―I 

昭和62年4月1日

昭和63年3月31日

平成 2年 7月27[I 

テレメータ係を大気利に統合

科制を廃止し、担当制

テレメータ更新

環境技術センター設置2（）拮J{1-記念行小実施

II 庁舎の概要

1 位 置 秋田市八橋字下八橋191-18

2 敷地面積 6,664. 54m' 

3 建 物 鉄））りコンクリート造 3階廷延l,874.82m'、その他施設 196.49m¥

計2,071.3lm'

4 建物の内訳

1階 テレメータ室、所長室、事務室、 GC-MS室、会議室、ポイラ室 741.58m' 

2附大気、臭気、生物、水質、＿卜質の各試験賽ガスクロ機悩字

3階 （l/1）f火田県分析化学センター

4階ペントハウス

車庫（試料処理室含む）

ガラス室（試験検店室）

ガスホンベ室

564.58m' 

561!.58m' 

31. 08m' 

174. 66m2 

17.58m' 

4.25m' 

- 1 -
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III 組 織

1 機構と事務分掌

管理担当 人事、予尊、給与、物品、財産

長名］／ (4 名）

庁舎管理、福利l厚生

所長一次

(2 人は汚染の凋査研究

任専門 大気担当 ばい煙発生施設の立入検森

研究員 (4 名） 駁i：'1.、振動、悪臭の測定謁査研究

テレメータシステムによる公害常時監視

主任専門 水質担当 水質環境の調査研究

研究員 (4 名） 上場・事業場排水，Jll査

主仔専門 土質担冑 土壌農作物の調脊研究

研究員 (2 名） 環燈中の重金属類苫積調杏

2 職員配置

半成 7年5月l| 1現在

二
： 

事務吏員 技術吏員 運転技師 計

｝リi 長 1 1 

次 長 1 1 2 

'主~任 l晶門刹究員 II 

-----

3 3 

‘̂l’_が',“• Hl I 札I 当 3 l 4 
9,、-

大 圧ヌ＼、 担 当 4 4 

水 質 すH 当 4 4 

土 質 担 当 2 2 
： ~-------~ 

叶 4 15 l 20 

--3 -



3 職員名簿

平成 7年 5月1日現在

担当名 職 名
平成 6年度 平成 7印度

備
氏 名 氏 名

所 長 伊藤 昇 伊）籐 昇

次
1I 竹内和雄 竹内和雄

I 

i' ” 橋 高橋

.........• -ー•• •..... ̀  •て＂．． 9 ．. H. ・-̀― 

t仔翡「1刊究且 i合i f_-l_ | ’罰’‘己‘ 高田 臣99じヽヽ

/I 斎 Ii泰 りf：I:] 斎藤 備

i 
' 
藤田将充 籐田賄充” 

管岬担当 i: 斉 高桐 均 I~:」橋 均

i 
任 1I 田村久文了 田村久芙了

--- ロ
， 

！！ 夏 井耕悦 外試験場へ9|i云出
•- - - --

主 事 lJI)東隆雄 太平燎育園より転人
―"--・------- ~ - - -=』--‘̀― 

技I9り［i(運転） 船木幸之助 船木辛之助
- ・・-・ —・ー -.. •• -"―--

大気担当 )iIi j<打|i｛左 II 乳，｝）iiヤ RIi i易）II 辛郎

! ： II I！高i嶋司1＇ 高 111翡いj
I 

斎峰勝美 II斎）l墓jl券-------美
疇• •一•- -

専I―’'l研究員
・・-" -・・--・‘― --9 ~9 •- -- --- -

技 師 児―二E 1―  ̂ 児 王 i_ム

- - - ---—』一

水四 11 l‘1,1 所収袖~佐 J'r 野 夕_SL J ＼ム野 舒

---------- - - --

JI 加）l暴 謂l加）I燦
潤'ii i ·—-

！ 

！ ” ， II 『--IJ‘;f1， -ヽ 木 雄二鈴木紺二I 
——--- ----――ゴ•一•-------—---t ・-- - -

技 i,i l | l 高橋佐紀—f 枠］［［1：:I]を{i]Iう[i)iブ＼1|広，’I',

” 木 11 倫 南部泣域 I‘•水直叩務所より転入

4
 



担当名 職 名
平成 6鉗度 平成 7年度

備 考
氏 名 氏 名

土質担当 所長補佐 武藤公二 武藤公二

” 山田雅春 大館保健所へ転出

” 大畑博正 大館保健所より転入
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w 予 算

（単位：千円）

款 項 目 節
乎成6年度 平成 7年冒 備 考
予錦額 予算

衛生 唱t環培衛生費 公害対策費 報 酬I 1,242 1,254 

共済 費 692 792 
~-~ "  ̂--'  ‘~• 

負 金 4,234 4,310 

報償翡 80 70 

口盆； HI 骰 3,061 2,672 

I 

、1JルロI（・ 35,842 3 3. 4 4 5 

役務 骰 9,285 9,448 
~-- 4- --

委 託料 16,964 17,277 

使J|]料借及;ー¥;]1く 611ロ4 
454 

］：事請負
-----ヽ..ヽ•- -9 

侃晶購入'lIt 14,425 18,919 

負担金補助
「̀)3 r 55 及び交付壼

----

公課費 102 116 

計
i | 
86,'了B6 岱，刈12

- 6 -•- •一



V 主要機器

機 器 名 規 格 数量 備 考

テレメータ装置ー式

風向・風速言1-

一酸化炭索自動測定機

硫黄酸化物自動測定機

H 立

光進 MV-110 ` I 
梅上電機 SA-200 

日立堀場郊累二罰闊 6 

紀本 M332、M331-(J/石→ — 
GPH74 

ー

17 

窄索酸化物自動測定根 I•電気化学 J 7 

オキシダント自動測定根

炭化水索自動測定機

京都電了
ox-08 
OX-07 

日立堀場APMA-3000

u
3
 

1---------+----・  

標準オゾン計校正装置 電気化学

ロ気象ゾン：］S.］・2R仕製A型

アンダーセンエアサンプラー

自動イオウ分析装置

高位
タイレック

理学電気 サルファX他

2
-
1
＿
ー
＿
り
＿

2
トー—- - - 1 -

デジタル騒音計 リオン NA-31 
ヒ―---
ガスクロマトグラフ 烏 iitC-4B.¥l • 7A. 9A 

横訓電機HP-5890-A

高速蔽休クロマトグラフ 烏 汁1 LC―-3A I 1 
I 

：＿光光二闘＇骨-][- U立三｀＿＿―-二 ・― 

赤外線分光光度計 日本分光 IR-810 1 

三｝光光 I支言1口i;! -̀}23 ] 

iit光分光光）文貫1 島 汁 RF-—四門[ l 
―- - 1 -- - -

原子吸収光分光光度計 t：二「土 ｝穴―ー［謡 2 
l -- - --- --_ _ _ _ 

竺：｛測 定 麟」［ 理学マー竺こl)ーロニ＿ー」 ロ

7
 
8
 

低温灰化凶昭 1 トラペロ

：：；J＼;1す：ロニ： I―l;']口•：：l」``] :□ロ ―― 

T O C 測走機 I島津 TOC-500 ー

］ヽ―'j~:]レ：／］：xータ： Iり：ン尺8孟冒；U-［くP 1 ] 

さス：三：ラゾ万□□：゚：□゚。0;] : 口
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機 器 名 規 格 数量 備 考

乾 燥 器 夕 ノゞ イ 4 

監 視 用 船 ヤ マハ VV-25 1 

環 燒 測 いすゞエルフ 1 

恒温器 (BOD用） 平 山 1 

冷 凍 冷 蔵 庫 三菱電機、 日立、三洋 3 

藻類静 培養恒温槽 伊藤製作所 kHC-IA 1 

H月・ 雙体視野式
双眼実 顕微鏡 オリンパス JM 1 

霞過型ノマルスキー籠分干渉顕徴 オリンパス BHS-373N 1 

恒温器（大腸蘭用） ヤマト科学 IC-102 1 

凍結濃縮装阻 大洋科学」ー：業 FC-6 1 

低温恒温循環機 大洋科学工業 CL-19 3 

高 圧 滅 菌 器 悶 山 HL36Ae 2 山 HA24 

乾 熱 滅 菌 咋'"'｝ いずゞ 製作）iJr 1 

退平 心 分 離 機 日 立 CF-7D 1 

オートスチール ヤ マ 卜 WA-73 3 

イオンメーター 東 !IIi 1 

ソニーマグネスケールデータレコーダ PC-208A 1 

1 `  3オクターブ実 間分析器 リオン SA-27 1 

低 温 湯 熙`  ▲ 器 宮本」用研 1 
..— 

マグネテックスターラー 東 i l' 2 
．` 

コ ンプレッサー 日 立1.5P／分9.5T 1 

ポータプルデスクリート N K s 2 オートサンプラー

振 L. レ う 製 平皿 宮本雌研 3 

ポータブル CTD ~t シーバード社 SEACAT-19 1 

超純水製造装 H本ミリポア・リミテッド社製 1 

イオンクロマトグラフ 横日本河ダ北イオ辰不屯磯 2 ］クス腑 DX-10()嬰一
・・-

自 動韻り定 ン衣l; I , ，，I ’ 戸_ 1ム ATU-301 1 

小型冷却遠心機 日立工機 CF7D 1 

ポータブル流速計 エヌ・ケイ・エス PVM-lD 1 
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